
─ ─

漢
訳
「
妙
法
蓮
華
経
」
の
書
き
下
し
基
礎
研
究
（
そ
の
一
）

（
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
顧
問
）

木

村

勝

行

（
一
）

漢
訳
さ
れ
た
妙
法
蓮
華
経（
以
下
妙
経
と
略
す
）の
完
成（
四
〇
六
年
）以
来
、
本
年
は
一
六
〇
〇
年
に
あ
た
る
。
教
化
学
上
妙
経
は
そ
の

中
心
的
な
役
割
を
持
ち
、
布
教
の
原
点
で
あ
る
。
故
に
そ
の
原
点
と
も
い
う
べ
き
妙
経
の
研
究
は
日
々
怠
り
な
く
理
解
を
深
め
て
い
く
こ

と
は
当
然
で
あ
る
。

法
華
経
の
普
及
版
は
各
種
出
版
さ
れ
て
お
り
紹
介
を
省
く
け
れ
ど
も
、
鳩
摩
羅
什
大
師
訳（
以
下
羅
什
と
略
す
）を
依
経
と
す
る
妙
経
解

釈
は
漢
文
体
の
訓
読
、
あ
る
い
は
そ
の
書
き
下
し
に
よ
る
と
こ
ろ
多
大
で
あ
る
。
私
も
今
回
、
妙
経
二
十
八
冊
書
き
終
え
て
出
版
し
た
。

本
論
考
で
は
書
き
下
し
の
方
法
を
考
え
た
い
。
い
わ
ゆ
る
「
漢
字
の
」
文
字
と
音
声
表
現
、
そ
の
語
意
の
辞
書
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

中
国
の
三
世
紀

五
世
紀
、
し
か
も
前
秦
後
秦
の
時
代
の
長
安
に
於
い
て
、
訳
経
に
関
す
る
梵
文
、
ト
カ
ラ
文
や
文
法
書
は
伝
え
ら
れ

ず
、
直
接
に
本
文
を
解
読
す
る
上
で
困
難
が
あ
る
し
、
ま
た
歴
史
的
な
制
約
も
あ
る
。
ま
た
、
妙
経
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
も
各
種
あ

り
、
日
本
で
は
妙
経
八
巻
本
を
使
用
し
て
い
る
が
、
現
代
中
国
で
は
七
巻
本
が
普
及
し
て
い
る
。

チ
ベ
ッ
ト
版
、
モ
ン
ゴ
ル
版
の
法
華
経
は
ラ
マ
僧
の
高
学
年
の
教
科
で
読
ま
れ
て
い
る
。
イ
ン
ド
で
は
梵
本
法
華
経
の
普
及
、
伝
聞
は

聴
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
も
は
や
古
典
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
か
、「
梵
文
経
典
」
の
普
及
に
つ
い
て
は
報
告
で
き
な
い
。
イ
ン

ド
、
中
央
ア
ジ
ア
の
梵
文
仏
教
に
つ
い
て
は
宿
題
と
し
て
残
る
。
自
国
の
言
語
に
よ
っ
て
妙
経
が
流
布
す
る
時
代
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
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（
二
）

梵
文
妙
経
の
成
立
年
代
は
先
学
の
諸
論
考
が
あ
り
、
前
一
世
紀
よ
り
一
世
紀
頃
、
大
乗
経
典
形
成
初
期
と
す
る
こ
と
が
定
説
で
あ
る
。

妙
経
の
外
形
的
な
研
究
の
成
果
は
多
大
で
あ
り
、
法
華
経
の
歴
史
的
価
値
を
成
立
年
代
に
よ
っ
て
、
少
し
で
も
理
解
が
与
え
ら
れ
る
な
ら

ば
、
こ
の
上
な
い
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
、
妙
経
の
基
礎
研
究
の
第
一
歩
で
も
あ
る
。

次
に
漢
文
体
の
書
物
、
前
漢
書
、
後
漢
書
や
漢
訳
浄
土
三
部
経
な
ど
に
よ
っ
て
、
漢
文
の
文
法
を
取
り
出
す
補
助
的
な
作
業
が
あ
る

が
、
こ
れ
も
外
形
的
な
研
究
の
一
つ
で
あ
る
。
し
か
し
、
い
わ
ゆ
る
書
き
下
し
に
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
作
業
で
あ
っ
た
。
記
述
者
の

時
代
に
よ
り
、
ま
た
地
域
に
よ
り
、
漢
字
は
自
由
に
読
ま
れ
活
用
さ
れ
て
き
た
。
こ
と
に
経
文
は
呉
音
文
化
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い

る
。
漢
音
文
化
と
異
質
な
部
分
と
、
共
通
す
る
部
分
が
あ
り
、
漢
字
音
義
は
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
と
思
っ
て
解
釈
す
る
必
要
が
あ
っ

た
。
こ
れ
ら
は
南
北
朝
時
代
に
な
る
と
、
も
っ
と
も
激
し
く
な
っ
て
い
く
。
国
家
の
分
裂
や
統
一
に
よ
る
影
響
を
受
け
て
い
る
。

羅
什
大
師
の
時
代
も
ま
た
魏
晋
の
時
代
か
ら
五
胡
十
六
国
分
裂
時
代
で
あ
っ
た
。
呉
文
化
を
採
用
し
、
呉
文
化
に
よ
る
統
一
を
目
指
す

も
の
で
あ
り
、
黄
河
、
山
東
省
な
ど
の
四
書
五
経
、
い
わ
ゆ
る
儒
教
の
漢
文
化
と
競
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
論
考
も
妙
経
の
外
形
的
な

研
究
に
す
ぎ
な
い
。
求
め
て
い
る
も
の
は
、
内
的
な
研
究
論
考
で
あ
る
。
妙
経
の
生
命
と
い
う
べ
き
経
文
の
形
成
と
成
立
で
あ
る
。
釈
尊

在
世
に
は
経
典
は
作
ら
れ
ず
、
入
滅
後
、
大
迦
葉
尊
者
の
提
唱
と
阿
難
尊
者
の
多
聞
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
経
典
結
集
の
伝
承
に
よ
る
。

こ
れ
ら
の
史
実
は
「
阿
難
は
つ
ね
に
侍
者
と
な
り
て
法
蔵
を
護
持
す
」

「
阿
難
は
つ
ね
に
多
聞
を
楽
し
み
、
わ
れ（
釈
迦
）は
つ
ね
に
勤
め
て
精
進
す
」

「
阿
難
は
わ
が
法
を
護
持
し
、
ま
た
将
来
の
諸
仏
の
法
蔵
を
護
り
て
も
ろ
も
ろ
の
菩
薩
衆
を
教
化
し
成
就
せ
ん
。
そ
の
本
願
は
か
く
の
ご

と
し
。」（
人
記
品
第
九
）

と
釈
尊
に
の
べ
さ
せ
て
い
る
。

「
阿
難
の
多
聞
」
こ
れ
は
史
実
で
あ
り
、
滅
後
の
今
日
、
そ
の
教
え
の
伝
承
を
法
蔵
護
持
と
位
置
付
け
て
、
こ
れ
は
阿
難
の
本
願
と
し
て
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い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
経
典
は
阿
難
に
は
じ
ま
る
歴
史
だ
か
ら
で
あ
る
。

（
三
）

数
多
く
の
一
切
経
は
阿
難
尊
者
の
本
願
を
受
け
継
い
で
き
た
経
典
で
あ
る
。
こ
の
妙
経
の
内
容
は
阿
難
の
本
願
に
立
っ
て
、
方
便
品
の

九
部
経
、
法
師
品
の
十
二
部
経
に
引
き
継
が
れ
法
華
経
に
至
っ
た
こ
と
を
示
す
。

法
華
経
の
言
語
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
梵
文
に
俗
語
の
混
合
し
て
い
る
こ
と
、
プ
ラ
ー
グ
リ
ッ
ト
、
マ
ガ
デ
ィ
語
が
混
入
さ
れ
て
い
る
と

文
献
上
の
報
告（
渡
辺
照
宏
法
華
経
物
語
等
）に
あ
る
通
り
で
あ
る
。
つ
ま
り
経
典
は
俗
語
か
ら
雅
語
で
あ
る
梵
語
へ
と
移
行
し
て
い
っ

た
。
そ
の
契
機
は
前
四
世
紀
の
パ
ー
ニ
ニ
の
梵
語
の
文
法
書
の
出
現
で
あ
り
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
学
運
動
の
起
こ
り
で
あ
る
。
大
乗
経

典
は
す
べ
て
梵
語
で
あ
る
。
こ
と
に
法
華
経
の
偈
文
は
俗
語
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
は
プ
ラ
ー
ク
ツ
ッ
ト
語
時
代
の
文
献
で
あ
る
。
俗
語

の
偈
は
朗
読
さ
れ
て
き
た
も
の
を
そ
の
ま
ま
書
か
れ
た
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
法
華
経
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
に
よ
る
大
乗
経
の
運
動
の
中
で
、
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
長
行
を
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
に
さ

れ
、
偈
文
に
は
俗
語
を
含
み
な
が
ら
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
化
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
経
典
の
外
形
的
に
形
成
過
程
を
見
る
と
、
古
い
詩
型
に
詞
書
を
つ
け
る
と
い
う
形
が
う
ま
れ
た
と
い
え
る
。
布
施
浩
岳
先

生
の
考
察
と
一
致
す
る
。
そ
こ
で
長
行
を
省
き
、
偈
の
み
で
法
華
経
を
構
成
す
る
と
、
つ
ま
り
経
の
骨
組
み
と
編
集
過
程
が
見
え
て
く

る
。
妙
経
の
古
い
俗
語
の
層
を
発
見
す
る
。
こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
自
我
偈
こ
そ
最
も
古
い
形
で
あ
り
、
内
容
的
に
は
法
華
経
一
経
の

主
柱
で
あ
る
。

自
我
偈
と
い
う
核
が
あ
っ
て
成
立
し
て
い
る
経
典
で
あ
り
、
優
陀
那（
自
説
）に
当
た
る
部
分
が
こ
の
偈
で
あ
り
、
こ
の
偈
に
長
行
を
加

え
る
と
き
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
で
加
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
各
品
に
も
長
行
と
偈
と
い
う
く
り
か
え
し
が
生
じ
た
。

「
我
は
仏
を
得
て
よ
り
こ
の
か
た
経
た
る
と
こ
ろ
の
も
ろ
も
ろ
の
劫
数
、
無
量
百
千
万
億
載
阿
僧
祇
な
り
」



─ ─

「
時
に
わ
れ
衆
僧
と
と
も
に
霊
鷲
山
に
出
ず
」（
自
我
偈
）

釈
尊
の
侍
者
と
し
て
長
年
仕
え
た
阿
難
尊
者
の
本
願
で
も
あ
り
、
仏
弟
子
た
ち
や
檀
徒
の
願
い
で
も
あ
ろ
う
。
長
行
の
発
題
者
は
弥
勒
菩

薩
で
あ
る
。
弥
勒
の
登
場
す
る
場
面
は
序
品
第
一
、
涌
出
品
第
十
五
、
寿
量
品
第
十
六
、
分
別
功
徳
品
第
十
七
、
随
喜
功
徳
品
第
十
八
の

五
品
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
長
行
の
追
加
編
集
の
と
き
に
か
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
未
来
仏
で
あ
る
弥
勒
信
仰
と
の
弥
勒
の
回
心
を
包
含
、

融
合
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
考
証
は
妥
当
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

ギ
リ
シ
ャ
、
ロ
ー
マ
の
神
話
の
神
像
が
、
仏
教
に
入
っ
て
菩
薩
像
と
な
っ
た
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、
イ
ン
ド
旧
住
世
界
の
文
殊
と
は
異

な
る
。
他
国
よ
り
来
れ
る
新
来
の
菩
薩
神
像
で
あ
っ
た
。
ギ
リ
シ
ャ
、
ロ
ー
マ
、
イ
ラ
ン
、
オ
リ
エ
ン
ト
な
ど
の
諸
宗
教（
こ
れ
は
多
神

教
）と
の
国
際
的
な
交
流
、
あ
る
い
は
自
国
の
神
々
と
の
交
流
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
経
典
と
見
る
べ
き
で
あ
り
、
化
城
諭
品
に
は
十
方
の

梵
天（
神
）の
勧
請
に
よ
つ
て
大
通
智
勝
仏
が
法
を
説
く
と
い
う
物
語
の
経
典
で
あ
り
、
数
々
の
神
像
に
対
し
、
仏
の
原
像
が
説
か
れ
る
。

釈
迦
も
、
ま
た
十
六
王
子
そ
の
一
員
で
あ
つ
た
。

ま
た
弥
勒
菩
薩
に
は
寿
量
品
中
心
の
涌
出
品
十
五

随
喜
品
十
八
の
五
品
が
説
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
仏
寿
を
聞
い
た
弥
勒
自
身
の

信
心
為
本
が
の
べ
ら
れ
、
信
心
は
随
喜
に
始
ま
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。
人
類
は
基
本
的
に
多
神
教
社
会
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
今
日
で

は
一
神
教
の
発
展
が
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す
べ
き
か
が
今
日
的
な
課
題
で
あ
る
。
一
神
教
に
対
応
し
て
「
仏
を
得
る
」
と
い
う
態
度

を
理
論
化
す
る
に
あ
る
。

長
行
と
偈
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
第
十
五
、
第
十
七
、
第
十
八
の
文
型
は
一
致
す
る
。
寿
量
品
の
長
行
、
偈
の
二
つ
文
型
は
異
質
で
あ

り
、
別
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
け
れ
ど
も
、
偈
文
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
た
仏
陀
像
は
一
経
を
通
じ
て
変
わ
ら
な
い
。
長
行
は
諸

仏
の
大
王
の
地
位
、
権
能
を
し
め
す
。
こ
の
経
典
の
特
徴
は
「
仏
陀
像
を
説
き
」「
仏
陀
が
説
く
」
と
い
う
二
部
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

仏
を
説
明
部
分
と
仏
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
部
分
で
あ
る
。
仏
陀
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
部
分
に
立
脚
し
て
み
る
な
ら
ば
、
一
経
は
末
世
の
実
相

を
深
く
洞
察
し
て
、
生
々
し
く
悪
世
の
実
相
を
描
写
し
、

智
恵
に
よ
っ
て
、

方
便
に
よ
っ
て
、

譬
喩
に
よ
っ
て
、

因
縁
に
よ
っ
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て
、

信
心
に
よ
っ
て
、

随
喜
に
よ
っ
て
、

化
身
仏
に
よ
っ
て
救
わ
れ
る
者
た
ち
が
活
写
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
経
典
に
は
本
述
二
門
の
典
拠
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
か
え
っ
て
疑
い
を
深
め
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
は
私
の
信
心
が
浅
い
か
ら
で

あ
り
、
日
蓮
聖
人
の
起
顕
竟
の
法
門
に
従
っ
て
迷
妄
を
さ
ま
す
理
由
で
あ
り
、
仏
法
と
は
未
曽
有
の
法
で
あ
る
。
未
曽
有
の
法
を
説
く
仏

陀
像
を
種
々
の
姿
で
示
す
。

俗
語
の
妙
経
の
書
か
れ
た
の
は
中
イ
ン
ド
で
あ
り
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
化
は
マ
ウ
リ
ア
朝
イ
ン
ド
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
で
は
な
い
か
と
推
定

す
る
。
推
定
の
理
由
は
、
前
一
三
七
年
頃
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
に
仏
教
美
術
が
お
こ
る
、
ま
た
月
氏
族
の
動
向
で
あ
る
。
初
代
ク
シ
ャ
ン
朝
の

イ
ン
ド
ガ
ン
ダ
ー
ラ
進
出
は
西
紀
五
〇
年
で
あ
り
、
前
漢
書
の
記
述
で
は
、
前
一
三
九
年
、
前
漢
武
帝
の
月
氏
へ
の
使
者
の
記
事
、
前
漢

の
哀
帝
代
の
月
氏
の
使
者
の
記
事（
魏
略
）は
前
二
年
で
あ
る
。
こ
れ
は
バ
リ
ト
リ
ア
時
代
の
月
氏
で
あ
る
。
月
氏
は
前
漢
の
匈
奴
征
服
の

呼
び
か
け
に
加
わ
ら
ず
、
南
下
し
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
、
カ
ー
ブ
ル
に
入
っ
た
。
ス
キ
タ
イ
系
の
月
氏
族
に
よ
っ
て
妙
経
が
編
纂
さ
れ
た
と
は

思
わ
れ
な
い
が
、
梵
文
妙
経
と
異
な
っ
た
ト
ハ
ラ
語
妙
経
の
伝
承
に
よ
れ
ば
、
前
一
世
紀
の
バ
ク
ト
リ
ア
の
可
能
性
も
あ
る
。
後
考
。
バ

ク
ト
リ
ア
は
国
名
で
あ
り
、
グ
レ
コ

バ
ク
ト
リ
ア
、
サ
カ
族
、
月
氏
族
と
支
配
者
が
変
わ
る
。

（
四
）

方
便
品
第
二
、
譬
喩
品
第
三
、
信
解
品
第
四
、
薬
草
諭
品
第
五
、
授
記
品
第
六
の
五
品
は
仏
弟
子
舎
利
弗
尊
者
、
須
菩
提
尊
者
、
大
伽

葉
尊
者
、
迦
旃
延
尊
者
、
目
連
尊
者
ら
五
師
へ
の
授
記
を
説
く
。
も
し
、
序
品
が
除
か
れ
る
な
ら
ぱ
、
方
便
品
は
序
文
の
役
目
を
し
て
い

る
。
舎
利
弗
の
勧
請
と
五
千
人
退
場（
起
去
）、
人
間
の
聞
法
を
の
ぞ
む
者
と
嫌
う
も
の
と
の
二
者
に
対
し
て
仏
の
心
を
示
し
て
い
る
。
聞

法
を
望
む
も
の
へ
の
長
行
と
偈
文
と
比
較
す
る
と
、
偈
文
は
長
行
の
二
倍
あ
り
、
仏
の
法
の
あ
ら
ま
し
を
述
べ
て
い
る
。
因
縁
、
譬
諭
、

言
辞
、
方
便
の
四
点
を
も
っ
て
諸
仏
は
法
を
説
か
れ
る
こ
と
。
さ
ら
に
方
便
品
に
「
修
多
羅（
経
）、
伽
陀（
偈
）お
よ
び
本
事
、
本
生
、
未

曽
有
を
説
き
ま
た
因
縁
、
譬
諭
な
ら
び
に
祇
夜（
重
偈
）、
優
波
提
舎（
論
議
）の
経
」
の
九
部
経
と
説
き
、
小
法
を
た
の
し
む
も
の
に
は
涅
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槃
門
を
説
い
た
に
す
ぎ
ず
、
い
ま
だ
仏
道
を
完
成
し
た
と
は
述
べ
な
か
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
よ
り
大
乗
を
説
く
の
で
あ
る
と
。
し
か
し
仏

の
九
部
の
法
は
大
乗
に
入
る
本
で
あ
る
と
。
小
智
よ
り
大
智
へ
と
説
か
れ
る
と
。（
正
法
華
経
十
巻
や
梵
本
に
は
欠
如
し
て
い
る
）序
文
の

役
割
を
果
た
し
、
先
の
仏
教
を
ま
と
め
（
教
法
流
布
）、
授
記
品
で
四
師
に
授
記
し
て
い
る
。
ま
た
化
城
諭
品
を
は
さ
ん
で
五
百
弟
子
受

記
品
第
八
、
授
学
無
学
人
記
品
第
九
に
は
富
楼
那
尊
者
、
阿
若
き
ょ
う
陳
如
、
五
百
羅
漢
、
千
二
百
羅
漢
衆
、
阿
難
尊
者
、
羅

羅
尊

者
、
学
無
学
二
千
人
に
記
を
授
け
て
い
る
。

勧
持
品
に
摩
訶
波
闍
波
提
尼
、
耶
輸
陀
羅
尼
は
大
い
な
る
法
師
で
あ
り
、
仏
と
な
ろ
う
と
授
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
寿
量
品
の
「
衆
僧

と
と
も
に
霊
鷲
山
に
出
ず
」
の
衆
僧
に
当
た
る
。
経
典
に
お
い
て
、
修
多
羅
、
伽
陀
、
祇
夜
の
文
型
を
も
っ
て
、
弟
子
た
ち
に
未
曽
有
の

法
を
示
し
、
因
縁
、
譬
諭
を
も
っ
て
説
明
し
、
授
記
を
与
え
て
い
る
。
九
部
の
法
、
十
二
部
経
は
阿
難
以
来
の
経
典
史
を
整
理
し
、
大
乗

経
で
あ
る
妙
経
解
読
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
。

（
五
）

漢
文
妙
経
は
テ
キ
ス
ト
と
し
て
見
る
と
、

マ
ガ
テ
ィ
語
、

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
、

ト
カ
ラ
語
、
四
番
目
が
漢
訳
妙
経
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
訳
経
史
上
、
羅
什
大
師
訳
が
広
い
範
囲
に
流
布
し
、
漢
字
圏
に
無
関
係
に
な
っ
て
い
る
。
漢
訳
妙
経
と
依
経
と
す
る
に
当

た
っ
て
、
日
本
語
化
す
る
必
要
は
い
う
ま
で
も
な
い
と
し
て
も
、
古
典
文
学
、
漢
文
体
の
翻
訳
文
学
と
し
て
も
テ
キ
ス
ト
の
「
書
き
下

し
」
は
必
要
で
あ
ろ
う
。
古
代
中
国
に
来
る
イ
ン
ド
、
中
央
ア
ジ
ア
の
高
僧
た
ち
は
経
典
を
所
持
し
、
こ
れ
を
中
国
語
訳
さ
れ
る
が
、
所

持
経
典
は
梵
文
経
典
と
胡
語
経
典
の
二
種
類
で
あ
り
、
直
訳
と
重
訳
に
よ
っ
て
漢
文
経
典
が
誕
生
す
る
。
胡
語
の
法
華
経
は
知
る
こ
と
が

で
き
な
い
が
、
法
顕
や
玄
奘
は
胡
語
の
経
典
に
は
な
く
、
直
接
梵
文
を
求
め
て
い
た
。
彼
等
の
通
っ
た
西
域
の
国
々
の
僧
徒
は
梵
文
を
学

習
し
て
い
る
こ
と
、
小
乗
、
大
乗
を
習
い
、
ホ
ー
タ
ン
、
ヤ
ル
カ
ン
ド
は
大
乗
を
学
習
し
て
い
る
と
伝
聞
し
て
い
る
。

正
法
華
経
十
巻
漢
訳
者
、
竺
法
護（
月
氏
出
身
）は
ク
ロ
ラ
イ
ナ
王
国（
ぜ
ん
ぜ
ん
国
）よ
り
来
て
、
敦
煌
菩
薩
と
称
さ
れ
た
。
こ
れ
は
梵
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文
よ
り
直
訳
で
あ
ろ
う
。
羅
什
の
場
合
は
重
訳
と
見
る
。

正
法
華
経（
東
晋
の
時
代
）妙
法
蓮
華
経
（
姚
秦
の
時
代
）共
に
呉
音
文
化
で
あ
り
、
呉
音
義
に
よ
っ
て
読
ん
で
い
く
こ
と
に
な
る
。
し

か
し
、
日
本
語
に
は
漢
字
辞
典
の
内
容
は
主
に
漢
音
義
を
中
心
に
か
か
れ
て
い
る
こ
と
、
呉
音
や
唐
音
の
語
義
に
は
注
意
が
払
わ
れ
て
い

な
い
。
こ
の
点
で
も
も
は
や
経
文
は
古
典
入
り
と
な
っ
て
、
死
語
に
な
る
運
命
が
待
っ
て
い
る
。
漢
字
の
音
声
に
伴
う
微
妙
な
語
意
や
文

意
が
無
視
さ
れ
て
直
訳
さ
れ
、
文
脈
が
混
乱
す
る
の
が
現
代
語
の
法
華
経
で
あ
る
。
こ
と
に
妙
経
の
後
半
に
な
る
と
甚
だ
し
い
。
こ
れ
が

漢
文
解
読
の
実
態
で
あ
る
。
む
ろ
ん
、
梵
文
経
典
が
あ
る
と
い
う
希
望
も
あ
る
が
、
梵
文
経
典
の
日
本
語
訳
と
な
る
と
、
異
文
化
の
日
本

語
化
は
困
難
で
あ
り
、
成
功
し
て
い
る
と
は
思
え
な
い
。
か
え
っ
て
、
ま
ず
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
翻
訳
文
学
の
限
界
か
と
思
わ
せ

る
。
イ
ン
ド
、
中
央
ア
ジ
ア
の
高
僧
た
ち
の
名
訳
に
は
及
ば
な
い
。

妙
経
の
前
半
の
ま
と
め
と
後
半
へ
の
重
要
な
観
点
を
示
す
も
の
は
法
師
品
で
あ
る
。
薬
王
菩
薩
を
登
場
さ
せ
て
、
人
間
と
は
な
に
か
、

仏
教
と
は
な
に
か
の
二
点
を
示
し
、
経
典
と
共
に
生
き
る
法
師
と
な
れ
、
人
々
は
法
師
に
学
ぶ
こ
と
が
悪
世
に
菩
薩
の
道
を
得
る
と
、
薬

王
菩
薩
の
本
事
は
本
事
品
第
二
十
三
に
自
己
を
灯
明
と
す
る
と
で
て
く
る
。
仏
弟
子
た
ち
の
在
り
方
で
あ
る
。
舎
利
弗
尊
者
ら
出
家
在
家

に
授
記
の
法
を
説
き
、
梵
天
勧
請
に
よ
っ
て
神
々
に
法
を
説
き
、
今
ま
た
法
師
品
に
よ
っ
て
、
人
と
神
の
た
め
に
在
家
に
も
あ
れ
、
出
家

に
も
あ
れ
、
法
師
像
を
提
起
さ
れ
た
。
彼
等
は
「
如
来
の
使
い
な
り
」
と
。

先
に
大
通
智
勝
仏
の
物
語
に
よ
っ
て
横
に
広
が
っ
た
世
界
、
宝
塔
品
で
は
虚
空
に
直
立
し
た
宝
塔（
仏
塔
の
中
の
大
仏
塔
）と
諸
仏
参
集

の
世
界
を
展
開
し
、
そ
の
尊
厳
を
示
す
、
大
楽
説
菩
薩
を
聴
手
に
多
宝
如
来
の
本
事
と
誓
願
を
説
く
。
続
い
て
提
婆
品
に
は
釈
迦
の
忍
精

進
と
提
婆
の
成
仏
物
語
、
文
殊
の
本
事
に
よ
る
竜
王
竜
女
の
成
仏
物
語
、
勧
持
品
の
悪
世
悪
人
の
成
仏
物
語
、
安
楽
行
品
に
は
文
殊
の
旧

住
世
界
の
四
安
楽
行
を
説
く
。
こ
と
に
「
楽（
ラ
ク
）」
は
ど
う
読
む
か
。
行
を
楽
し
む
、
あ
る
い
は
楽
し
い
行
と
読
む
べ
き
だ
と
す
る
な

ら
ば
、
悪
世
に
忍
え
得
る
菩
薩
が
誕
生
す
る
。
こ
の
よ
う
に
法
師
、
宝
塔
、
提
婆
、
勧
持
、
安
楽
行
の
五
品
は
悪
世
悪
人
の
充
満
す
る
国

土
に
一
貫
し
た
忍
慈
悲
の
心
が
流
れ
て
い
る
。
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涌
出
品
、
寿
量
品
、
分
別
功
徳
品
、
随
喜
功
徳
品
の
四
品
は
他
方
来
の
弥
勒
を
聴
手
と
す
る
一
つ
の
流
れ
が
あ
り
、
文
脈
で
読
む
べ
き

で
あ
る
。

旧
住
の
文
殊
よ
り
さ
ら
に
古
い
地
涌
の
弟
子
た
ち
、
地
球
の
国
の
国
人
た
ち
、
国
境
も
な
け
れ
ば
人
種
や
階
級
、
身
分
も
な
い
、
大
地

の
仲
間
で
あ
る
。
安
穏
の
国
土
の
主
は
久
遠
の
釈
迦
仏
（
仏
の
中
の
大
王
仏
）
で
あ
る
。
人
類
史
に
お
け
る
宗
教
の
原
点
、
原
像
を
示

す
。
神
の
よ
う
な
人
も
あ
れ
ば
、
人
の
よ
う
な
神
も
あ
る
。
神
人
一
如
の
地
涌
の
菩
薩
た
ち
と
と
も
に
あ
る
。
大
通
智
勝
如
来
の
物
語
の

世
界
と
多
宝
如
来
の
物
語
る
世
界
に
重
ね
て
虚
空
会
を
見
る
べ
き
で
あ
る
。
梵
天
の
世
界
を
除
く
こ
と
は
な
い
。
妙
経
は
聖
な
る
神
々
の

物
語
で
あ
る
。
そ
の
頂
点
に
立
つ
の
が
釈
迦
仏
で
あ
る
。

分
別
功
徳
品
に
つ
い
て
大
い
に
誤
解
が
あ
り
、
読
ま
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
こ
れ
は
分
別
の
功
徳
な
の
か
、
功
徳
を
分
別
す
る

の
か
、
文
法
上
ど
ち
ら
が
正
し
い
の
か
、「
仏
寿
」
を
分
別
、
わ
き
ま
え
て
こ
そ
、
功
徳
と
し
て
の
信
心
が
確
立
し
よ
う
。
諸
本
の
解
読

は
混
迷
を
深
め
て
い
る
。

次
に
法
師
功
徳
品
、
常
不
経
菩
薩
品
に
つ
い
て
は
、
別
品
で
は
な
い
一
体
の
文
脈
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
法
師
の
功
徳
は
経
典
に
よ
る

六
根
清
淨
で
あ
り
、
そ
れ
は
視
力
聴
力
な
ど
の
五
官
を
こ
え
た
新
し
い
視
力
で
あ
り
、
聴
力
の
創
造
が
あ
る
。
法
師
の
超
能
力
に
つ
い

て
、
常
精
進
菩
薩
を
聴
手
に
説
か
れ
て
い
る
。
六
根
清
淨
と
は
精
進
波
羅
密
の
徳
目
で
あ
る
。
得
大
勢
菩
薩（
大
勢
至
菩
薩
）に
説
か
れ
た

成
者
王
如
来
の
常
不
軽
物
語
は
法
師
品
の
経
典
五
種
行
を
ほ
こ
る
増
上
慢
を
礼
拝
す
る
実
践
で
あ
る
。
増
上
慢
に
対
す
る
嫌
み
な
行
で
あ

る
。
真
の
礼
拝
行
は
、
常
精
進
が
あ
っ
て
六
根
清
淨
を
成
熟
さ
せ
て
い
く
行
に
よ
っ
て
こ
そ
、
不
軽
の
礼
拝
が
成
立
す
る
。

法
師
功
徳
品
、
不
経
菩
薩
品
に
つ
い
て
は
常
精
進
菩
薩
と
常
不
軽
菩
薩
は
表
裏
を
な
し
て
い
る
文
体
で
あ
る
。
常
精
進
の
功
徳
と
常
不

軽
の
功
徳
を
説
い
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
両
品
は
一
体
の
も
の
で
あ
る
。

地
涌
の
菩
薩
に
つ
い
て
は
、
地
踊
か
地
涌
か
、
大
地
に
お
ど
る
菩
薩
が
、
大
地
よ
り
わ
き
出
ず
る
菩
薩
が
、
伝
承
す
る
諸
本
の
違
い
が

あ
る
。
ま
た
神
力
品
に
つ
い
て
は
「
仏
寿
無
量
」
の
徳
を
付
嘱
さ
れ
る
虚
空
と
大
地
に
繰
り
広
げ
る
ド
ラ
マ
で
あ
る
。
神
力
偈
が
古
型
で
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あ
る
。

薬
王
菩
薩
本
事
品
以
下
普
賢
菩
薩
勧
発
品
ま
で
に
は
粗
雑
な
訓
読
に
よ
る
混
乱
が
多
い
。
菩
薩
た
ち
の
本
事
に
学
び
、
六
波
羅
密
の
各

徳
目
の
実
践
の
事
例
を
述
べ
て
い
る
。
仏
教
実
践
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
で
あ
る
。
二
十
八
品
の
妙
経
に
さ
ら
に
経
文
が
付
加
さ
れ
、
二
十

九
品
、
三
十
品
と
あ
っ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
敦
煌
文
書
に
は
二
十
九
、
三
十
品
と
あ
る
と
伝
聞
す
る
。
法
華
経
に
は
複
数
の
菩
薩
の

本
事
の
記
述
が
続
い
て
い
く
性
質
の
も
の
で
あ
る
。


